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6月定例会
全員協議会・各常任委員会

各議員の賛否

一般質問（7人が登壇）

編集後記

2～5

6

7～13

14

現
在

昔

大正時代の
山田川北橋付近

編

集

後

記

町
制
施
行
１
２
０
周
年
記
念
の

年
、３
１
０
０
発
の
花
火
が
梅
雨
を

吹
き
飛
ば
し
ま
し
た
。

夏
本
番
の
到
来
で
高
温
が
続
き

ま
す
が
、こ
ま
め
に
水
分
補
給
す
る

な
ど
体
調
管
理
に
は
十
分
気
を
つ

け
て
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

さ
て
、役
場
庁
舎
３
階
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
近
く
の
ス
ペ
ー
ス
で
、湯
浅
町

の
懐
か
し
い
写
真
を
多
数
展
示
し

て
い
ま
す
。ク
ー
ル
シ
ェ
ア
し
な
が

ら
、想
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
せ

ん
か
。皆
様
の
ご
来
場
を
心
か
ら
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。（

石
本
　
一
也
）

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

山

本

　年

哲

山

田

　真

里

石
橋
千
歌
子

松

本

　光

成

石

本

　一

也

議
会
広
報

　
　編
集
常
任
委
員
会

議会の傍聴にお越しください

次回の９月定例会

9月中旬
開催予定です。

熊
本
地
震
で
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々

に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
と
６
月
22
日

に
10
万
円（
全
議
員
）の
義
援
金
を
送
り

ま
し
た
。

義
援
金

義
援
金

優 勝：なぎ青木チーム
ゆあさチーム
栖原Cチーム
栖原Bチーム

準優勝：
：
：

第 位
第 位

7月12日（火）、第35回議長杯ゲートボール大会

がなぎの里ゲートボール場で開催されました。

9チームが参加して、各コートで熱戦が繰り広

げられました。

議長杯ゲートボール大会を開催しました

優勝チームの皆さんと
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6 月 定 例 会

　平成２８年第２回定例会を６月７日から１６日までの日程で開催しました。
　本定例会に提案された平成２８年度一般会計補正予算、平成２７年度一般会計補正予算、
条例改正など、提案された議報３件、議案４件、報告２件を原案の通り可決しました。

（単位：万円）　

項　  目 補 正 額 補正後の額 主な歳出の説明

総　務　費 5,916 7 億 6,979 地方創生しごと作り調査対策業務委託、湯浅のブラ
ンド化推進事業業務委託、防犯カメラ設置工事など

民　生　費 1,090 20 億 9,352 介護保険事業特別会計へ繰出

衛　生　費 678 7 億 9,070 斎場煉瓦積み替え及び改修工事

商　工　費 284 1 億 821 地域消費喚起・生活支援型交付金前年度精算分

土　木　費 2,309 3 億 8,518 顯國神社前県道マンホール改修工事など

教　育　費 1 億 386 6 億 1,490 田村小学校プール改築工事、サッカー教室備品購入
など

歳 出 合 計 2 億 663 58 億 9,756

田村小学校プール改築工事	 ９,９７８万円
顯國神社前県道マンホール改修工事	１,６１０万円
防犯カメラ設置費	 １６０万円
平成２８年度一般会計補正予算　２億６６３万円

※補正後の歳出合計は補正されていない項目も含めています。

7 ヶ所のマンホールを改修（顯國神社前県道）
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6 月 定 例 会

全
員
協
議
会

（
一
般
会
計
予
算
）

問
防
犯
カ
メ
ラ
の
台
数
と
設
置
場

所
は
。
ま
た
、
今
後
の
計
画
は
。

答
湯
浅
駅
よ
り
北
側
の
線
路
沿

い
通
学
路
に
２
台
設
置
す
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
今
後
関
係
機
関
と
協

議
し
な
が
ら
計
画
を
立
て
て
い
き

ま
す
。

問
方
津
戸
団
地
の
鳩
よ
け
ネ
ッ
ト

の
設
置
と
は
。

答
近
年
方
津
戸
団
地
の
ベ
ラ
ン
ダ

等
に
鳩
が
住
み
つ
き
、
フ
ン
等
の
被

害
が
出
て
い
る
た
め
、
ネ
ッ
ト
を
設

置
す
る
も
の
で
す
。

湯浅斎場

防犯カメラを設置予定の通学路

新しくプールが建設される予定地（旧田保育所）

問
湯
浅
の
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事
業

の
内
容
は
。

答
湯
浅
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
、

内
外
に
発
信
で
き
る
よ
う
、
掘
り
起

こ
す
も
の
で
す
。

問
今
回
田
村
小
学
校
の
プ
ー
ル
を

改
築
す
る
が
、
他
の
プ
ー
ル
は
計
画

し
て
い
る
の
か
。

答
各
小
中
学
校
の
プ
ー
ル
は
順
次

改
修
し
て
い
ま
す
。
老
朽
化
し
て
い

る
吉
川
分
校
に
つ
い
て
は
、
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
斎
場
の
炉
の
煉
瓦
は
、
何
年
ご

と
に
積
み
替
え
し
て
い
る
の
か
。

答
今
回
３
つ
の
炉
の
中
の
一
つ
を

積
み
替
え
ま
す
。
対
応
年
数
が
５
年

～
６
年
に
な
り
ま
す
の
で
、
年
次
的

に
煉
瓦
を
積
み
替
え
し
て
い
き
ま
す
。

（単位：万円）　

項　  目 補 正 額 補正後の額 主な歳出の説明
総　務　費 2 億 1,765 10 億 852 減債基金積立金、ふるさとまちづくり基金積立金

歳 出 合 計 2 億 1,765 65 億 2,224
※補正後の歳出合計は補正されていない項目も含めています。

ふるさとまちづくり基金積立金に1億4,149万円
平成２７年度湯浅町一般会計補正予算（第６号）
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6 月 定 例 会

福
祉
産
業
建
設
常
任
委
員
会

主
な
条
例
制
定
・
議
案

○
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
等
の
改
正
に
よ
り
、
国

民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
に
つ

平成 28 年度 特別会計補正予算
（単位：万円）

平成 28 年度 特別会計補正予算

項　　　　　目 補正予算 補正後の予算額 説　　　　　明

国民健康保険事業 205 23億298 都道府県化の準備のためのシス
テム改修費

介護保険事業 1,090 13億5,087 人事異動に伴う人件費

主
な
条
例
制
定
・
議
案

総
務
文
教
常
任
委
員
会

○
税
条
例
等
の
一
部
改
正

固
定
資
産
税
関
係
で
、
太
陽
光
発

電
設
備
に
つ
い
て
、
平
成
30
年
３
月

31
日
ま
で
に
新
規
に
設
置
さ
れ
た
場

合
、
課
税
標
準
額
を
３
年
度
分
、
３

分
の
２
に
軽
減
し
ま
す
。
ま
た
、
番

号
法
関
係
で
は
、
町
民
税
、
特
別
土

地
保
有
税
の
減
免
申
請
へ
の
個
人
番

号
の
記
載
を
不
要
と
す
る
改
正
で
す
。

○
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解

に
つ
い
て

な
ぎ
の
里
球
場
レ
フ
ト
側
駐
車
場

内
で
の
物
損
事
故
に
伴
う
も
の
で
す
。

い
て
、
基
礎
課
税
額
を
52
万
円
か
ら

54
万
円
に
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等

課
税
額
を
17
万
円
か
ら
19
万
円
に
改

め
ま
す
。

ま
た
、
減
額
対
象
者
の
所
得
の
算
定

基
準
に
つ
い
て
5
割
減
額
は
被
保
険
者

の
数
に
乗
ず
べ
き
金
額
を
26
万
円
か
ら

26
万
5
千
円
に
、
２
割
減
額
は
47
万
円

か
ら
48
万
円
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

問
限
度
額
改
正
に
よ
る
影
響
は
。

答
27
年
度
の
対
象
は
医
療
１
１
３

世
帯
、
４
６
１
人
、
後
期
高
齢
者
73
世

帯
、
３
０
０
人
、
介
護
22
世
帯
、
41
人

で
あ
り
、
影
響
が
出
て
も
軽
微
で
あ
る

と
想
定
し
て
い
ま
す
。

問
事
故
に
至
っ
た
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

ゲ
ー
ジ
の
今
後
の
保
管
方
法
は
。

答
今
後
、
暴
風
警
報
に
関
係
な
く

ロ
ー
プ
で
固
定
し
て
安
全
対
策
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

なぎの里球場 レフト側駐車場付近
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要
望
同
和
対
策
の
課
題
に
つ
い
て

は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
て
い
く
の
か
が
重
要
だ
と
思

う
。
ま
た
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策

法
が
成
立
さ
れ
た
こ
と
、
国
に
お
い

て
も
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関

す
る
法
律
案
が
今
国
会
に
提
出
さ
れ

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
町
と
し
て
も
条

例
の
整
備
に
向
け
た
今
後
の
対
応
を

考
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

人
権
推
進
特
別
委
員
会

ま
ち
づ
く
り
・
防
災
特
別
委
員
会

【
議　

題
】

○
旧
庁
舎
解
体
に
つ
い
て

○
駅
前
開
発
に
つ
い
て　
　
　
　

（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告
）

○
今
年
度
の
防
災
事
業
に
つ
い
て

報
告
旧
庁
舎
跡
地
は
平
成
28
年
度

中
に
芝
生
広
場
及
び
駐
車
場
と
し
て

整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
跡
地
を
含
む

【
議　

題
】

○
同
和
対
策
の
成
果
と
課
題
に
つ

い
て

○
人
権
研
修
に
つ
い
て

問
二
戸
連
住
宅
に
つ
い
て
、
払
い

下
げ
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い
っ
て

は
ど
う
か
。

答
払
い
下
げ
に
か
か
る
基
本
計
画

を
作
成
し
、準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
大
型
共
同
作
業
場
に
つ
い
て
、

今
後
の
方
針
は
。

答
休
業
し
て
い
る
施
設
に
つ
い
て

は
、
補
助
金
適
正
化
法
の
関
係
が
あ

る
の
で
、
県
と
の
協
議
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
稼
動
し
て
い
る
施
設
で
経

営
が
安
定
し
て
い
る
施
設
に
つ
い
て

は
、
払
い
下
げ
が
で
き
る
よ
う
協
議

し
て
い
き
ま
す
。

報
告
今
年
度
の
防
災
事
業
と
し

て
、
転
倒
防
止
対
策
の
家
具
の
固
定

器
具
設
置
事
業
を
高
齢
者
、
障
が
い

者
の
み
の
世
帯
を
対
象
に
９
月
頃
か

ら
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

要
望
公
共
施
設
を
整
備
し
て
い
く

な
か
で
、
保
育
所
・
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
高
台
移
転
も
検
討
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
。

駅
前
周
辺
及
び
伝
建
地
区
な
ど
の
中

心
市
街
地
、
改
良
住
宅
跡
地
を
一
体

的
に
整
備
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

問
駅
前
開
発
の
財
源
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
国
土
交
通
省
関
連
の
交
付
金
や

過
疎
対
策
事
業
債
等
で
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

JR
湯
浅
駅

芝生広場、駐車場（整備予定図面）
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6 月 定 例 会

「ずっと先の世代へ伝えていきたい想い」
～湯浅ギャラリー～開催中！

　湯浅町制施行120周年記念事業として、町民の方々から募集した昔の写真を庁舎
3階に展示しています。この機会に懐かしい湯浅の風景を是非ご覧下さい。

◆展示期間：8月31日（水）まで　   　　
　　　　　　平日午前9時〜午後5時まで

　6 月定例会

審
議
結
果

議 案 名 等

石
橋 

千
歌
子

小
松 

英
夫

松
本 

光
成

石
本 

一
也

横
矢 
政
明

山
家 
敏
宏

山
田 

真
里

由
良 

祥
治

山
本 

年
哲

松
本 

典
久

可
専決処分の承認を求める件[税条例等の一部を改正する
条例制定の件]

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可
専決処分の承認を求める件[国民健康保険税条例の一部
を改正する条例制定の件]

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可
専決処分の承認を求める件[平成27年度一般会計補正予
算（第6号）]

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可
町長等の給料の減額支給に関する条例の一部を改正す
る条例制定の件

○ ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○

可 平成28年度一般会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 平成28年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 平成28年度介護保険事業特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（注）松本典久議員は議長のため、裁決に加わらない。○は賛成、●は反対、－は退席
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一  般  質  問

「
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く

る
」
と
は
昔
の
こ
と
で
、
現
代
は
忘
れ

る
間
も
な
く
次
か
ら
次
へ
と
世
界
中
で

災
害
が
起
き
て
い
ま
す
。

災
害
時
は
、
何
よ
り
も
人
命
救
助
が

最
優
先
。
そ
の
後
は
行
政
の
き
め
細
や

か
な
支
援
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

公
的
支
援
に
必
要
な
罹
災
証
明
書
の

発
行
等
を
一
元
的
に
管
理
が
で
き
る「
被

災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
」
を
平
時
か
ら
の

備
え
と
す
る
事
が
大
変
重
要
と
考
え
ま

す
。
進
捗
状
況
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

安心、安全なまちづくり
①被災者支援システムで平時からの備えを
②災害時における通電火災の防止について

石橋　千歌子　議員

災
害
時
の
速
や
か
な
対
策
と
し
て
、

議
員
ご
指
摘
の
「
被
災
者
支
援
シ
ス
テ

ム
」は
大
変
有
益
な
も
の
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
昨
年

湯
浅
町
、
広
川
町
、
か
つ
ら
ぎ
町
の
三

町
で
「
災
害
時
に
お
け
る
基
幹
系
電
算

シ
ス
テ
ム
の
相
互
支
援
体
制
に
関
す
る

協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

三
町
の
い
ず
れ
か
が
災
害
に
よ
り
住

民
サ
ー
ビ
ス
に
著
し
い
影
響
が
生
じ
た

答
弁（
町
長
）

「
通
電
火
災
」
は
大
地
震
に
よ
る
停

電
が
復
旧
し
て
再
び
電
気
が
通
じ
た
際

に
、
倒
れ
て
い
た
電
気
ス
ト
ー
ブ
な
ど

の
家
電
や
断
線
し
た
電
気
コ
ー
ド
な
ど

が
火
元
と
な
っ
て
起
こ
る
火
災
で
す
。

阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災

の
出
火
原
因
の
多
く
が
「
通
電
火
災
」

で
し
た
。
電
気
機
器
の
ス
イ
ッ
チ
が

入
っ
た
ま
ま
、
住
民
が
避
難
し
て
し
ま

う
ケ
ー
ス
で
す
。ど
こ
の
家
庭
で
も「
通

電
火
災
」の
可
能
性
が
あ
り
危
険
で
す
。

災
害
時
に
高
い
位
置
に
あ
る
ブ
レ
ー

カ
ー
を
落
と
す
余
裕
が
あ
る
で
し
ょ
う

か
？
地
震
を
感
知
す
る
と
自
動
的
に
ブ

レ
ー
カ
ー
を
落
と
し
て
電
気
を
止
め
る

答
弁（
総
務
課
長
）

『
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
』
が
効
果
的
。
串
本

町
は
『
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
』
を
各
家
庭

に
購
入
費
の
二
分
の
一
補
助
を
開
始
し

ま
し
た
。
当
町
は
木
造
住
宅
の
多
い
地

域
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
と
財
産

を
守
る
た
め
『
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
』
設
置

費
用
の
補
助
制
度
の
実
施
を
促
し
ま
す
。

質
問
①

質
問
②

再
質
問

地
震
時
に
発
生
す
る
「
通
電
火
災
」

と
い
う
の
も
大
変
懸
念
さ
れ
る
問
題
で

す
。
今
年
度
は
、
家
具
転
倒
防
止
器
具

の
設
置
を
支
援
し
ま
す
。

木
造
住
宅
の
多
い
当
町
も
『
感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
』
の
必
要
性
を
皆
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
き
、
串
本
町
で
の
事
例

を
検
証
し
な
が
ら
補
助
制
度
の
導
入
に

つ
い
て
検
討
い
た
し
ま
す
。

場
合
、
業
務
を
支
援
し
ま
す
。

こ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
速
や
か
な
対
応
が
と
れ
る

体
制
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

紙
面
の
都
合
で
割
愛
し
ま
す
。

簡易タイプの
感震ブレーカー

（出展：経済産業省
ウェブサイト）
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質
問
①

２
０
０
２
年
に
同
和
対
策
の
た
め
の

法
律
期
限
を
迎
え
、
そ
れ
以
降
の
残
さ

れ
た
課
題
を
ま
と
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
再
三
依
頼
を
し
て
き
た
が
、
よ
う
や

く
こ
の
議
会
に
提
出
が
あ
っ
た
。
そ
の

中
で
は
、
や
は
り
多
く
の
課
題
を
残
し

た
ま
ま
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、

課
題
解
決
の
対
策
を
早
急
に
立
て
て
ほ

し
い
。

ま
た
、
国
会
に
お
い
て
も
部
落
差

別
を
解
消
す
る
た
め
の
法
律
が
議
論
さ

れ
、
次
の
臨
時
国
会
で
成
立
す
る
動
き

と
な
っ
て
い
る
な
か
で
、
私
が
以
前
か

ら
提
案
し
て
い
る「
人
権
条
例
の
改
正
」

に
つ
い
て
、町
長
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

①人権のまちづくりについて
②就労対策について
③町における公契約条例の制定

　  に向けた取組について
石本　一也　議員　

部
落
地
名
総
鑑
と
い
う
40
年
前
に

発
覚
し
た
大
き
な
差
別
問
題
が
ま
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
流
れ
て
い
る
。
早

急
に
人
権
条
例
の
改
正
に
つ
い
て
人
権

尊
重
委
員
会
と
も
協
議
を
し
て
進
め
て

い
っ
て
ほ
し
い
。

答
弁（
総
務
課
長
）

答
弁（
町
長
）

答
弁（
町
長
）

質
問
③

質
問
②

人
権
施
策
推
進
委
員
会
で
議
論
を
さ
せ

て
い
ま
す
が
、
国
県
の
動
向
を
見
な
が

ら
検
討
を
進
め
、
啓
発
活
動
や
相
談
体

制
の
充
実
に
つ
い
て
定
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

設
に
指
導
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

町
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
の
で
、
同

和
問
題
解
決
に
向
け
た
就
労
対
策
だ
と

い
う
こ
と
で
、
国
・
県
に
も
要
望
し
て

課
題
を
解
決
し
て
ほ
し
い
。

同
和
対
策
の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
、

提
出
が
大
変
遅
く
な
っ
た
こ
と
を
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
、
こ
の
よ

う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
担
当
課
長
に
指

示
を
し
た
の
で
、
ご
容
赦
願
い
ま
す
。

条
例
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
庁
内
の

就
労
の
問
題
は
、
同
和
問
題
解
決
の

上
で
一
番
大
事
な
課
題
で
あ
る
と
思
う

が
、
大
型
共
同
作
業
場
の
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
。
先
日
は
、
死
亡
事
故
も
起

き
た
が
、
施
設
の
改
修
に
つ
い
て
、
ど

う
考
え
る
か
。

私
が
以
前
か
ら
質
問
し
て
い
る
労
働

者
の
賃
金
の
低
下
を
防
ぐ
た
め
の
施
策

と
し
て
町
に
お
け
る
公
契
約
条
例
の
制

定
に
向
け
た
取
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

要
望

要
望

各
施
設
の
安
全
な
運
営
と
就
労
対
策

と
い
う
施
設
の
設
置
目
的
を
改
め
て
施

全
国
的
に
条
例
の
制
定
が
増
え
て
い

る
が
、
湯
浅
町
の
実
態
に
近
い
自
治
体

を
参
考
に
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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答
弁（
町
長
）

平成 27 年度決算について問う

由良　祥治　議員

答
弁（
総
務
課
長
）

一
般
会
計
、
住
宅
新
築
資
金
等
特
別

会
計
の
決
算
状
況
の
詳
細
と
今
後
の
推

移
に
つ
い
て
問
う
。

普
通
会
計
と
し
ま
し
て
は
、
昨
年
度

よ
り
黒
字
額
が
増
え
て
お
り
ま
す
が
、

依
然
と
し
て
基
金
残
高
等
も
少
な
い
状

況
で
も
あ
り
、
ま
た
、
住
宅
新
築
資
金

等
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
平
成
33
年

度
で
国
・
県
へ
の
公
債
費
の
償
還
が
終

了
し
、
会
計
閉
鎖
時
に
も
一
般
会
計
か

ら
の
繰
出
金
が
必
要
と
な
る
こ
と
も
考

慮
し
、
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
今
後

も
引
き
続
き
財
政
の
健
全
化
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問

質
問

一
般
会
計
で
は
、
普
通
交
付
税
が

国
の
地
方
創
生
の
関
係
で
新
設
さ
れ

た
項
目
が
あ
り
、
当
初
見
込
み
よ
り
約

１
億
６
千
９
百
万
円
増
額
と
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
地
方
消
費
税
交
付
金
を

始
め
と
す
る
国
の
譲
与
税
関
係
が
当

初
見
込
み
よ
り
約
４
千
万
円
多
く
な

り
、
実
質
収
支
は
平
成
26
年
度
よ
り
約

４
千
９
百
万
円
増
の
約
３
億
８
千
万
円

の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

住
宅
新
築
資
金
等
特
別
会
計
に
お
い

て
も
、
国
・
県
へ
の
公
債
費
の
償
還
の

減
や
一
般
会
計
か
ら
の
健
全
化
繰
出
な

ど
に
よ
り
実
質
赤
字
が
約
４
千
万
円
改

善
さ
れ
ま
し
た
が
、
約
２
億
６
千
万
円

の
赤
字
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

起
債
残
高
の
推
移
に
つ
い
て
問
う
。

平
成
26
年
度
決
算
に
お
け
る
起
債

残
高
は
普
通
会
計
で
約
85
億
６
千
万
円

で
あ
り
、
平
成
27
年
度
末
残
高
で
は
約

84
億
６
千
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
28
年
度
末
は
約
87
億

１
千
万
円
と
な
る
見
込
み
で
は
あ
り
ま

す
が
、
過
疎
債
な
ど
の
交
付
税
算
入
の

大
き
い
起
債
の
借
入
を
行
っ
て
お
り
、

要
望今

後
、
駅
前
開
発
等
い
ろ
い
ろ
な
事

業
計
画
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
起
債

残
高
等
、
充
分
に
見
据
え
、
緊
張
感
を

も
っ
て
財
政
運
営
に
あ
た
っ
て
頂
く
よ

う
要
望
し
ま
す
。

町
の
負
担
を
で
き
る
限
り
小
さ
く
な
る

よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。
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山田　真里　議員

た
め
池
は
、
築
造
後
相
当
の
年
数
が

経
過
し
、
地
域
防
災
計
画
で
は
、「
災

害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
下
流
域

に
人
家
の
あ
る
危
険
な
た
め
池
に
つ
い

て
、
計
画
的
な
改
修
を
進
め
る
」
と
い

う
方
針
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
昨
年
度
、
大
雨
や
巨
大
地
震
な

ど
で
決
壊
す
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
に
、

迅
速
・
安
全
に
避
難
で
き
る
資
料
と
し

て
「
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
が

完
成
し
ま
し
た
が
、
マ
ッ
プ
作
成
に
あ

た
っ
て
は
、
所
在
地
の
地
形
、
地
質
の

ほ
か
、
上
流
の
集
水
域
や
下
流
の
水
路

の
流
下
能
力
な
ど
の
関
連
項
目
も
含
め

た
特
徴
の
把
握
が
重
要
だ
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
各
た
め
池
の
点
検
を
さ
れ
た
こ

の
機
会
を
積
極
的
に
捉
え
、
改
修
工
事

が
短
期
間
、
低
予
算
で
実
施
で
き
る
よ

う
国
・
県
に
対
し
協
力
を
強
く
求
め
、

計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

①ため池改修工事の促進を
②後期高齢者の健診受診率の向上策
③介護の仕事の人材確保

質
問
②

質
問
③

昨
年
、
町
内
48
池
の
う
ち
受
益
面
積

0.5 

ha
以
上
の
42
池
を
対
象
に
一
斉
点
検

現
在
設
置
し
て
い
る
看
板
も
あ
り
ま

す
が
、た
め
池
は
危
険
で
も
あ
る
の
で
、

そ
れ
ら
を
含
め
検
討
し
ま
す
。

答
弁（
産
業
観
光
課
長
）

答
弁（
産
業
観
光
課
長
）

答
弁（
住
民
環
境
課
長
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
で
、
今
年
は

歯
科
健
診
の
受
診
券
が
届
い
た
方
も
お

ら
れ
ま
す
。

健
康
で
長
生
き
の
た
め
に
最
も
必
要

な
口
腔
機
能
が
維
持
で
き
る
よ
う
受
診

を
促
す
努
力
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

質
問
①
ー
１

質
問
①
ー
２

前
年
度
に
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90

歳
以
上
と
な
っ
た
方
を
対
象
に
、
歯
科

健
診
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
誤
嚥
性

肺
炎
な
ど
の
予
防
も
目
的
に
し
て
い

る
の
で
入
れ
歯
の
方
も
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
口
内
環
境
を
健
康
に
保
つ
重

要
性
を
周
知
し
受
診
率
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

割
愛
し
ま
す
。

を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
、
当
面
7
池
の
改
修
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

平
成
28
〜
29
年
で
青
木
の
大
谷
池
、

29
〜
31
年
で
吉
川
の
北
谷
池
、
そ
の
後

は
、
青
木
の
野
中
池
、
田
の
長
池
、
栖

原
の
矢
田
池
等
を
地
元
と
調
整
を
行
い

つ
つ
計
画
を
立
て
る
予
定
で
す
。
ま
た

そ
の
他
に
つ
い
て
も
改
修
履
歴
や
維
持

管
理
者
の
意
向
、
地
元
の
要
望
を
踏
ま

え
て
計
画
に
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

補
助
率
の
高
い
県
営
事
業
を
中
心

に
、
県
の
支
援
等
も
要
望
し
で
き
る
だ

け
早
期
の
実
施
を
目
指
し
ま
す
。

水
難
事
故
防
止
対
策
や
、
た
め
池
で

釣
り
を
す
る
場
合
の
注
意
書
き
に
つ
い

て
、
研
究
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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納
税
者
が
税
金
滞
納
し
て
当
局
が

差
押
え
る
ま
で
の
一
連
の
手
続
き
流
れ

等
、
又
1
年
間
に
何
件
差
押
え
て
い
る

か
お
答
え
下
さ
い
。

①税務行政について
②職員の一連の不祥事について

小松　英夫　議員

答
弁（
税
務
課
長
）

答
弁（
税
務
課
長
）

答
弁（
町
長
）

答
弁（
総
務
課
長
）

事
務
的
な
対
応
に
町
民
か
ら
の
批
判

が
あ
り
ま
す
。
生
活
困
窮
者
や
年
金
生

活
者
又
は
役
場
に
来
ら
れ
な
い
町
民
の

方
に
は
出
向
い
て
暖
か
い
対
応
を
し
て

頂
け
る
町
民
に
寄
り
そ
っ
た
、
税
務
行

政
を
し
て
頂
き
た
い
。

税
と
い
う
の
は
、
税
の
公
平
性
で
、

税
務
課
は
公
平
に
や
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
事
情
の
あ
る
方
は
、
そ

の
事
情
を
聞
い
て
丁
寧
に
対
応
す
る
よ

う
に
伝
え
て
い
ま
す
。

質
問
①
ー
１

質
問
①
ー
３

質
問
②
ー
１

質
問
①
ー
２

納
税
者
が
納
期
限
ま
で
に
完
納
し
て

い
な
い
場
合
は
、
納
期
限
後
20
日
以
内

に
督
促
状
を
送
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
督
促
状
を
発
送
し
て
か

ら
10
日
経
過
後
も
完
納
さ
れ
て
い
な
い

場
合
は
、
納
税
者
の
財
産
を
差
押
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
昨
年
の
差
押
え

件
数
は
82
件
で
す
。

差
押
え
る
前
に
催
告
書
を
送
付
す
る

と
思
う
が
配
達
証
明
で
送
付
し
て
い
な

い
の
か
。

催
告
書
は
普
通
郵
便
で
送
付
し
て
い

ま
す
。
催
告
書
の
送
付
後
も
納
税
相
談

も
な
く
、
未
納
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る

場
合
は
差
押
え
を
行
い
ま
す
。

3
件
の
町
職
員
の
不
祥
事
に
つ
い
て

説
明
頂
き
た
い
。

1
件
目　

水
道
事
務
所
事
案
、
水
道

料
金
を
滞
納
さ
れ
た
住
民
を
訪
問
し
た

際
に
、
強
い
口
調
で
対
応
さ
れ
た
こ
と

で
、
平
成
20
年
1
月
ご
ろ
か
ら
毎
月
納

付
書
を
抜
取
り
送
ら
な
か
っ
た
。ま
た
、

平
成
27
年
8
月
発
覚
後
に
自
分
が
関
与

し
て
い
な
い
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
に
入
力

し
ま
し
た
。

2
件
目　

建
設
課
事
案
、
平
成
25

年
10
月
に
町
営
住
宅
の
入
居
者
か
ら
預

か
っ
た
家
賃
4
万
円
が
納
入
さ
れ
て
い

る
か
確
認
し
て
ほ
し
い
と
何
度
か
依
頼

さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
26
年
10
月
に
入

居
者
ご
本
人
が
役
場
に
来
て
確
認
す
る

と
机
の
中
に
あ
り
、
納
入
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
発
覚
し
ま
し
た
。

3
件
目　

建
設
課
事
案
、
平
成
27
年

度
に
お
い
て
、
国
の
補
助
金
の
申
請
、

交
付
金
の
申
請
書
な
ど
5
つ
の
書
類
の

決
裁
を
と
ら
ず
に
、
無
断
で
町
長
印
を

押
し
て
国
や
県
に
提
出
し
た
中
に
は
請

求
額
が
間
違
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま

し
た
。
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一  般  質  問

有
田
衛
生
施
設
事
務
組
合
職
員
の
不

祥
事
に
続
き
、
町
職
員
3
人
の
懲
戒
処

分
に
つ
い
て
町
議
会
の
全
員
協
議
会
が

開
催
さ
れ
、
町
長
か
ら
謝
罪
と
事
件
の

経
過
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
事
件
が
発
生
す
る
た
び
に
、
町
民
か

ら
の
信
用
が
失
墜
し
又
、
真
面
目
に
こ

つ
こ
つ
と
一
生
懸
命
仕
事
を
し
て
い
る

殆
ど
の
職
員
が
巻
き
添
え
と
な
り
、
歯

が
ゆ
い
思
い
を
し
て
い
る
と
想
像
し
ま

す
。
余
り
に
も
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
る

公
務
員
と
し
て
の
自
覚
に
欠
け
、
た
が

が
緩
ん
で
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
地
方
公
務
員
法
の
服
務
の
宣
誓

及
び
研
修
は
実
施
し
て
い
る
の
か
。

①職員の服務規律について
②人口減少問題について
③その他

松本　光成　議員

服
務
の
宣
誓
書
は
、
採
用
時
に
公
務

員
と
し
て
誠
実
か
つ
公
正
に
職
務
を
執

行
す
る
こ
と
を
誓
う
も
の
で
、
代
表
者

に
宣
誓
さ
せ
て
い
ま
す
。

職
員
研
修
は
、
例
年
4
月
新
規
職
員

研
修
を
行
い
各
市
町
村
合
同
の
研
修
に

も
全
員
参
加
さ
せ
て
い
る
が
、
中
堅
・

幹
部
職
は
、
毎
年
全
員
受
講
で
き
て
な

い
の
で
強
化
し
た
い
。

り
、
邁
進
し
て
い
く
た
め
の
誓
い
を
し

た
い
。

答
弁（
町
長
）

答
弁（
ま
ち
づ
く
り
企
画
課
長
）

答
弁（
ま
ち
づ
く
り
企
画
課
長
）

答
弁（
町
長
）

質
問
①
ー
１

質
問
①
ー
２

質
問
①
ー
３

答
弁（
総
務
課
長
）

服
務
の
宣
誓
は
代
表
者
が
読
み
上
げ

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
辞
令
交
付
式

は
新
規
職
員
に
と
っ
て
人
生
最
大
の
イ

ベ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
り
1
人
ず
つ
に
す

べ
き
で
は
。

一
人
一
人
約
束
を
さ
せ
る
べ
き
で
こ

れ
は
改
め
た
い
。

研
修
は
や
っ
て
い
る
が
身
に
つ
い
て

な
い
よ
う
に
思
う
。
民
間
施
設
へ
の
研

修
も
含
め
て
徹
底
し
て
い
き
た
い
。
管

理
職
は
、
立
場
を
も
っ
と
責
任
持
っ
て

や
れ
る
よ
う
努
め
た
い
。

町
長
に
今
後
の
決
意
を
お
聞
き
し
た
い
。

こ
れ
か
ら
は
、
町
民
の
信
頼
、
議

員
皆
さ
ん
の
信
頼
を
回
復
す
べ
く
事

務
の
改
善
に
努
め
、
新
し
い
湯
浅
の

ま
ち
づ
く
り
は
、
議
員
と
一
体
に
な

質
問
②

質
問
③

湯
浅
は
何
で
も
揃
っ
て
コ
ン
パ
ク
ト

で
、
シ
ニ
ア
世
代
が
住
み
や
す
い
町
だ

と
い
う
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
も
Ｐ
Ｒ
す

べ
き
で
は
。

今
後
も
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

ゆ
あ
さ
海
の
駅
に
認
定
さ
れ
て
か
ら

の
取
り
組
み
は
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
寄
附
金
額
が
増
え

て
い
る
が
今
年
度
の
目
標
金
額
は
。

「
ゆ
あ
さ
海
の
駅
」
は
、
湯
浅
湾
漁

協
を
中
心
と
し
た
民
間
主
導
の
ゆ
あ
さ

海
の
駅
協
議
会
と
し
て
設
立
さ
れ
、
ソ

フ
ト
及
び
ハ
ー
ド
事
業
等
の
整
備
を
検

討
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
納
税
総
額
は
約

1
億
4
千
万
円
。
前
年
度
以
上
を
目
指

し
た
い
。
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一  般  質  問

私
も
議
会
に
来
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
早
く
も
一
年
が
過
ぎ
、
４
回
の
一

般
質
問
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に

当
局
に
お
願
い
し
て
で
き
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
新
庁
舎
に
駅
前
か
ら
バ
ス
を

回
し
て
も
ら
う
こ
と
、
新
庁
舎
へ
の
道

路
標
識
の
設
置
、
そ
し
て
、
湯
浅
小
学

校
グ
ラ
ン
ド
の
休
日
開
放
で
す
。
こ
の

３
項
目
に
つ
い
て
は
実
行
さ
れ
ま
し
た

が
、
重
ね
て
お
願
い
し
た
い
の
は
災
害

弱
者
の
方
々
に
高
台
町
営
住
宅
へ
の
入

居
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

①過去の一般質問で当局と約束
　 したことの進捗状況について
②テレビ、新聞で報道された職員

　 の度重なる不祥事について
横矢　政明　議員　

質
問
②

庁
舎
へ
の
道
路
案
内
で
す
が
、
少
し

小
さ
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
現
在
、

湯
浅
城
ま
た
は
二
の
丸
温
泉
の
看
板
の

所
持
者
は
誰
で
す
か
。

所
有
関
係
に
つ
い
て
は
、
調
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

役
場
へ
の
道
路
標
識
と
同
時
に
町
の

案
内
板
も
含
め
て
確
認
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
観
光
客
に
対
し
て
優
し
い
町
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
職
員
の
不
祥
事
を
思
う
時
に

我
々
議
会
議
員
も
決
し
て
責
任
が
な
い

と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
や
は

り
、
責
任
の
一
端
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
事
件
を
起
こ
し
た
人
は
当

然
悪
い
で
す
が
、
管
理
体
制
に
も
問
題

が
あ
り
ま
す
。
副
町
長
、
町
長
に
も
重

大
な
責
任
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
一
日
も

早
く
組
織
改
革
、
意
識
改
革
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

質
問
①
ー
１

質
問
①
ー
２

再
質
問
①
ー
２

高
台
へ
行
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
で
き

る
だ
け
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

弱
者
の
方
に
つ
い
て
は
避
難
方
法
を
今

模
索
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

答
弁（
町
長
）

答
弁（
町
長
）

答
弁（
町
長
）

答
弁（
副
町
長
）

横
矢
議
員
か
ら
言
わ
れ
て
気
が
つ
い

た
の
で
す
が
、
看
板
の
問
題
は
以
前
か

ら
言
っ
て
お
り
ま
す
。
今
だ
に
で
き
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
私
の
指
導
の

至
ら
な
さ
だ
と
思
い
ま
す
。
早
急
に
や

る
よ
う
に
指
示
を
し
て
い
き
ま
す
。

職
員
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
管
理
者

あ
る
い
は
管
理
職
、
そ
こ
の
職
員
の
大

き
な
問
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
当

に
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
か
け
た
と
思
い

ま
す
。
今
後
こ
う
い
う
こ
と
の
な
い
よ

う
に
誠
心
誠
意
、
努
力
を
し
て
町
民
の

信
頼
回
復
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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各議員の賛否

一般質問（7人が登壇）

編集後記

2～5

6

7～13

14

現
在

昔

大正時代の
山田川北橋付近

編

集

後

記

町
制
施
行
１
２
０
周
年
記
念
の

年
、３
１
０
０
発
の
花
火
が
梅
雨
を

吹
き
飛
ば
し
ま
し
た
。

夏
本
番
の
到
来
で
高
温
が
続
き

ま
す
が
、こ
ま
め
に
水
分
補
給
す
る

な
ど
体
調
管
理
に
は
十
分
気
を
つ

け
て
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

さ
て
、役
場
庁
舎
３
階
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
近
く
の
ス
ペ
ー
ス
で
、湯
浅
町

の
懐
か
し
い
写
真
を
多
数
展
示
し

て
い
ま
す
。ク
ー
ル
シ
ェ
ア
し
な
が

ら
、想
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
せ

ん
か
。皆
様
の
ご
来
場
を
心
か
ら
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。（

石
本
　
一
也
）

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

山

本

　年

哲

山

田

　真

里

石
橋
千
歌
子

松

本

　光

成

石

本

　一

也

議
会
広
報

　
　編
集
常
任
委
員
会

議会の傍聴にお越しください

次回の９月定例会

9月中旬
開催予定です。

熊
本
地
震
で
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々

に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
と
６
月
22
日

に
10
万
円（
全
議
員
）の
義
援
金
を
送
り

ま
し
た
。

義
援
金

義
援
金

優 勝：なぎ青木チーム
ゆあさチーム
栖原Cチーム
栖原Bチーム

準優勝：
：
：

第 位
第 位

7月12日（火）、第35回議長杯ゲートボール大会

がなぎの里ゲートボール場で開催されました。

9チームが参加して、各コートで熱戦が繰り広

げられました。

議長杯ゲートボール大会を開催しました

優勝チームの皆さんと


